
」
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て
関
係
者
三
百
余
名
が
一
堂
に
会
し

ラ
ン
ヴ
ィ
ア

（
和
歌
山
市

）
に
お
い

　
去
る

、
十
一
月
十
四
日
ホ
テ
ル
グ

開
催
さ
れ
る
（
和
歌
山
市
に
お
い
て

）

 
結
成
五
十
五
周
年
記
念
大
会
盛
大
に

十
五
周
年
の

「
あ
し
ど
り

」
と
次
世

和
歌
山
保
護
観
察
所
所
長
石
原
浩
一

更
生
保
護
委
員
会
委
員
長
鈴
木
一
光

そ
の
後

、
ご
来
賓
と
し
て
近
畿
地
方祝辞を述べる近畿更生保護委員会・鈴木一光委員長

人はみな、生かされて、生きてゆく。

か
け

、
盛
大
な
拍
手
で
賛
同
を
得
て

代
に
向
け
て
の
抱
負
を
会
員
に
語
り

続
い
て
和
歌
山
県
知
事
仁
坂
吉
伸
氏

　
冒
頭

、
石
谷
秀
子
連
盟
会
長
が
五

を
い
た
し
ま
し
た

。

和歌山保護観察所所長　石原浩一氏　

更生
保護

ご
披
露
と

、
あ
ら
た
め
て
の
お
祝
い

彰

、
感
謝
状
を
受
賞
さ
れ
た
方
々
の

先
の
全
国
大
会
・
県
顕
彰
式
典
で
表

和歌山更生保護女性連盟会長石谷秀子氏

和
歌
山
県
更
生
保
護
女
性
連
盟

か

っ
た
和
歌
山
市
長
の
メ

ッ
セ
ー
ジ

た

。
　
ま
た

、
公
務
で
出
席
で
き
な

護
に
ご
理
解
あ
る
言
葉
を
頂
き
ま
し

督
官
庁

、
行
政
の
立
場
か
ら
更
生
保

氏

（
写
真
上
左

）
か
ら
も
祝
辞
と
監 親しく祝辞を述べる仁坂和歌山県知事

少
し
づ
つ
だ
が

、
人
の
や
る
こ
と
を

り
ま
し
た

。

』
と

、
ご
講
話
い
た
だ

暖
か
い
目
で

、
み
ら
れ
る
よ
う
に
な

き
ま
し
た

。

和歌山市八番丁４
和歌山保護司会

更生保護サポートセンター

発行者　保護司会会長

編集　企画調整保護司

073-460-9298

頂
き
ま
し
た

。
大
会
の
最
後
に

、
誓

い
の
言
葉
を
満
場
一
致
で
採
択
し
閉

の
大
合
唱
か
ら
始
ま
り

、

「
相
田
み

た

。
講
演
は

、
三
百
余
名
の
お
経
の

つ
を

」
氏
の
著
書
の
一
節
を
引
用
し

や
失
敗
を
く
り
返
し
た
お
か
げ
で

、

方
々
へ
の
歓
迎
の
言
葉
と

、
祝
辞
を

県
下
各
地
よ
り
ご
参
加
い
た
だ
い
た

か
ら

」
と
題
し
記
念
講
演
に
移

っ
た

斉
氏
に
よ
る

「
二
度
と
な
い
人
生
だ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

。
あ
や
ま
ち

を
市
民
部
部
長
平
田
謙
司
氏
が
代
読

り
し
た
お
か
げ
で
物
事
を
深
く
考
え

し

、

『
つ
ま
ず
い
た
り

、
こ
ろ
ん
だ

　
そ
の
後

、
妙
長
寺
住
職
・
青
木
健

会
し
ま
し
た

。

市長ﾒｯｾ-ｼﾞを代読する、市民部部長　平田謙司氏

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
和
歌
山

行事名 （ ）

東支部 研修：
13:30～15:00
役員会：
15:00～17:00

西支部 研修：

研修： サポートセンター

南支部 研修：

北支部 研修：

：

：
平成24年度
和歌山県保護司等代表者会　　和歌山県保護司会連合会理事会

：
和歌山保護司会

月 日 ：

月 日 ：

月 日 ：

※所属支部の研修に出席できない時は、事前に支部長又はサポセンに連絡し都合の良い他支部の研修会に参加してください。

内容

今後の行事・研修会の予定　（  広報紙発行日以降の予定）
主　　　催　　　者 開催日 時間

和歌山保護司会

第４期定例研修【事例研修】２号観察について講師　担当保護観察官  ビック愛601号室

和歌山保護司会（総務・研修・犯罪予防活動・協力組織）各部総会
平成24年度を顧みて・くる年へ
和歌山保護司会新年会

午後１６：００～
午後１８：００～ アバローム「きのくに」

日

1 月 22

更生保護女性会 ～

～

～

13:30～

～

月 12

11:00～14:00日

観察所４階会議室
保護司会連合会

協力雇用主会

～
更生保護女性会

和歌山県
３月　未定

13:30～15:30

東支部拡大役員会（正副部長・地域責任者含）  ビック愛601号室

紀三井寺はやし　３階第４期定例研修【事例研修】２号観察について講師　担当保護観察官

観察所1階会議室
日

日
14:00～16:00

13:30～15:30

第４回役員会（正副部長・監事）

2 21月

2

新任保護司・中堅保護司・支部役員の意見交換懇談会

3 月 5第４期定例研修【事例研修】２号観察について講師　担当保護観察官

紀三井寺はやし　１階

第４期定例研修【事例研修】２号観察について講師　担当保護観察官 2 月 7 日 河北コミニュティ―センター

3 月 26

日

日

2 月 26 日

2 月 21

講演が終わり降壇する　妙長寺・青木健斉住職



一

西
支
部
　
研
修
部
長
　
林
　
吉
男
記

有
り
ま
し
た
。

京
湾
の
遠
望
も
素
晴
ら
し
い
も
の
が

室
か
ら
の
銀
座
、
東
京
駅
付
近
や
東

事
件
の
書
類
の
展
示
等
を
係
員
の
丁

助
が
岐
阜
で
暴
漢
に
襲
わ
れ
た
際
の

み
で
あ
り

、
注
目
さ
れ
て
い
る

護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
構
想
か
ら

に
は
鍵
が
な
く
、
刑
務
所
の
作
業
員

は
工
場
で
一
般
従
業
員
と
一
緒
に
作

　
昼
食
後
に
は
本
館
二
十
階
の
会
議

寧
な
説
明
で
見
学
致
し
ま
し
た
。

作
業
場
を
開
設
し
た
の
が
始
ま
り
で

あ
る
。
寮
の
出
入
り
は
自
由
で
部
屋

障
害
と
刑
事
司
法
」
に
つ
い
て
の
現

造
船
所
で
あ
る
新
来
島
ど
っ
く
の
大

業
す
る
。
こ
こ
を
出
所
し
た
受
刑
者

の
再
犯
率
は
数
%
と
非
常
に
少
な
い

ま
り
こ
み
作
業
場
と
し
て
同
敷
地
内

に
（

受
刑
者
は
敷
地
内
の
「

友
愛
寮
」

に
）

関
し
て
気
に
な
る
こ
と
」
や
「
発
達

て
か
ら
の
七
年
間
の
事
が
主
で
し
た

こ
と
が
特
記
さ
れ
る

。
　
受
刑
者
を

社
会
復
帰
さ
せ
る
た
め
の
大
胆
な
試

か
ら
入
り
ま
し
た
。
こ
の
赤
れ
ん
が

棟
は
法
務
史
料
室
と
な
っ
て
お
り
、

学
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

し
て
法
務
省
を
訪
ね
ま
し
た
。

　
明
治
十
三
年
に
公
布
さ
れ
た
旧
刑

先
ず
法
務
省
の
沿
革
史
料
や
法
務
行

サポートセンター　電話　073-460-9298

あ
る
。
開
放
的
処
遇
施
設
で
あ
る
松

西
支
部
県
外
研
修

　

法
務
省
を
訪
ね
て

に
警
視
庁
が
有
り
、
皇
居
の
桜
田
門

が
、
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
や
更
生
保

そ
の
講
演
の
内
容
は
関
東
に
戻
ら
れ

下
に
広
が
る
皇
居
前
の
光
景
や
会
議

　
昼
食
を
摂
っ
た
談
話
室
か
ら
の
眼

法
務
省
訪
問
で
あ
り
ま
し
た
。

　
法
務
省
は
霞
が
関
の
官
庁
街
の
中

で
も
皇
居
に
一
番
近
い
位
置
に
有
り

ま
す
。
東
側
に
日
比
谷
公
園
、
西
側

　
今
回
は

、
法
務
省

状
等
を
聞
か
せ
て
頂
き
、
実
り
あ
る

「
大
津
の
『
い
じ
め
』
自
殺
事
件
に

着
工
、
設
立
へ
と
関
わ
ら
れ
た
事
や

お
な
じ
み
の

「
和
歌
山
の
お
ば
ち

ゃ
ん

」
を

　
法
務
省
に
は
西
側
の
赤
れ
ん
が
棟

つ
い
て
」
と
の
講
演
を
し
て
頂
き
ま

た
。
板
谷
課
長
は
平
成
十
四
年
か
ら

十
六
年
ま
で
和
歌
山
保
護
観
察
所
長

と
し
て
赴
任
し
て
お
ら
れ
た
の
で
、

ご
存
知
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
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し
て
、
又
地
域
住
民
の
交
流
の
場
と

ン
ス
・
カ
ラ
オ
ケ
等
の
発
表
の
場
と

は
大
正
琴
・
詩
吟
・
舞
踊
・
フ
ラ
ダ

園
」
支
援
活
動
写
真
の
展
示
。
更
に

に
於
い
て

、
地
区
住
民
五
百
余
名
の

あ
る
絵
手
紙
・
生
け
花
・
手
作
り
作

習
字
・
児
童
養
護
施
設

「
こ
ば
と
学

　
去
る
十
月
二
十
一
日
直
川
小
学
校

品
・
そ
れ
に
加
え
て
小
学
生
の
硬
筆

参
加
の
も
と
第
8
回
み
ん
な
が
主
役

婦
人
会
等
の
日
頃
の
活
動
の
成
果
で

　
こ
の
行
事
は

、
公
民
館
・
老
人
会

演
芸
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

。

な
一
日
と
な
り
ま
し
た

。

(

玉
井
記

)

好
評
を
い
た
だ
き

、
楽
し
く
有
意
義

　
参
加
い
た
だ
い
た
方
か
ら
も
大
変

応
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た

。

を
熱
唱
し

、
ふ
る
さ
と
和
歌
山
へ
の

身
振
り
手
振
り
で

、

ら

、
犯
罪
や
非
行
の

地
域
づ
く
り

、
又
ふ

な
い
安
全
で
安
心
な

　
桂
　
枝
曾
丸
氏
の

使
の
桂
　
枝
曾
丸
氏

に
特
別
出
演
を
頂
き

と

、
わ
か
や
ま
応
援

団
・
演
歌
歌
手
の
山

口
智
世
氏
の
お
二
人

人はみな、生かされて、生きてゆく。

更生
保護

な

っ
て
お
り
ま
す

。

和歌山市八番丁４
和歌山保護司会

更生保護サポートセンター

発行者　保護司会会長

編集　企画調整保護司

073-460-9298

会
を
明
る
く
す
る
大

の
一
環
と
し
て

、
社

を
明
る
く
す
る
運
動

が
主
唱
す
る

「
社
会

法
、
こ
れ
は
近
代
法
の
原
則
を
種
々

盛
り
込
ん
だ
わ
が
国
最
初
の
基
本
法

　
和
歌
山
保
護
司
会
西
支
部
は
、
八

　 すのでご用意の上、サポートセンター駐在保護司にお申し出ください。

板谷充課長の講演

赤れんが棟での説明

室
で
、
保
護
局
更
生
保
護
振
興
課
の

更生保護サポートセンター和歌山では

※保護司の方に限ります。「保護司の証票」の提示を求めることがありま

板
谷
充
課
長
か
ら
「
更
生
保
護
等
に

東
支
部
県
外
研
修

　

松
山
刑
務
所
訪
問

一
部
塀
の
な
い
施
設
も
！
！

の
す
ぐ
南
側
に
立
地
し
て
い
る
。

政
の
歴
史
史
料
な
ど
の
展
示
室
を
見

月
三
十
一
日
、
西
支
部
県
外
研
修
と

　
和
歌
山
保
護
司
会
東
支
部
は
、

傾
向
の
進
ん
で
い
な
い
初
犯
受
刑
者

　
松
山
刑
務
所
は
四
国
唯
一
の
犯
罪

ね
ま
し
た

。

各種報告書の様式・書式をご希望の
保護司の方に配布しています。
「ワード・エクセル・一太郎形式でのＰＣ入力用」

「
悠
久
の
道
　
熊
野
古
道

」
他
2
曲

　
一
方

、
歌
手
の
山
口
智
世
さ
ん
は

客
席
ま
で
降
り
て
の
大
熱
唱
・
・
・

な
れ
た
和
歌
山
弁
と

会
場
を
沸
か
せ
な
が

演
歌
歌
手
　
山
口
智
世
さ
ん

大
正
十
一
年
に
松
山
刑
務
所
と
改
称

し
た
施
設
で
あ
る
。
　
　
　
　
ま
た
、

日
本
で
唯
一
の
塀
の
無
い
刑
務
所
で

松
山
市
内
中
心
部
か
ら
東
温
市
見
奈

ま
し
た

。

松山刑務所正門前にて参加者集合写真

西
工
場
敷
地
内
に
存
在
す
る
構
外
泊

さ
を
語

っ
て
頂
き
ま
し
た

。

れ
あ
い
と
絆
の
大
切

熱
演
す
る
枝
曾
丸
師
匠

な
し

」
で
は

、
聞
き

「
ふ
る
さ
と
魅
力
ば

十
一
月
二
、
三
日
の
両
日
に
か
け
て

良
に
昭
和
四
七
年
に
現
在
地
に
移
転

典
で
す
。
そ
の
草
案

(

司
法
省
と
し

て
の
確
定
案

)

等
の
展
示
や
、
明
治

十
五
年
四
月
に
自
由
党
総
理
板
垣
退

県
外
研
修
と
し
て
松
山
刑
務
所
を
訪

を
収
容
す
る
矯
正
施
設
で
あ
る
。

山
刑
務
所
大
井
造
船
作
業
場
は
民
間

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
和
歌
山

直
川
地
区

「
第
8
回
み
ん
な
が
主
役
 

演
芸
ま
つ
り

」
に

桂
　
枝
曾
丸
氏
（
社
明
大
使
）
特
別
出
演
、

　

地
域
で
の
「
ふ
れ
あ
い
」
と
「
絆
」
の
大
切
さ
を
訴
え
る
。


